
法曹三者トークイベント「 裁判官「 検事「 弁護士をもっと知ろう」を

開催しました！ 

 １０月１日から始まった「 法の日」週間にあわせて、

高松第一高等学校において、法曹三者トークイベン

ト「 裁判官「 検事「 弁護士をもっと知ろう」を開催し

ました。 

 このイベントは、法曹三者がそれぞれの仕事の魅

力を伝えることによって、参加した高校生に、法の意

義や法曹の役割を知ってもらうことを目的としてい

ます。 

 第１回目である今回のイベントには、高松第一高等学校の生徒の皆さん２９

名がご参加くださいました。 



 高松高等検察庁から参加した上野次席

検事は、 つらい目に遭っている被害者の

方の味方になることができることから、検

事の道を選んで良かった。」 検事人生の

中で大切にしていることは、人と向き合い、人の話をよく聞き、人の奥深くにあ

る気持ちを理解すること。そして、疑問に思うことがあれば、自分から行動に移

して確認すること。」などと、検事の魅力について、経験談を交えながらお話し

させていただきました。 

 イベントには、他に高松高等裁判所児玉判事、香川県弁護士会馬場弁護士が参

加し、それぞれの仕事の魅力や、法曹の道を選んだ志望動機などをご自身の経験

を交えながらお話ししてくださいました。 

 イベント後の質疑応答の時間には、高松高等検察庁の検事 2 名も加わりまし

た。 

 参加した生徒さんからは、 一番緊張する瞬間はいつですか？」 一番印象に

残っている事件は何ですか？」 転勤はありますか？」などとたくさんの質問を

いただきました。 

 また、会場のあちこちでは、生徒さんと法曹三者が楽しそうにお話ししている

様子が多く見られたことも印象的でした。 



 参加した生徒さんからは、 法曹三者について、あまり知識がなかったけれど、

すごく興味深い話ばかりでとても楽しかった。」 法律の知識だけでなく、仕事

をする上で大切なことを聞くことができた。」 検事の仕事の話であったように、

弱い人のために味方になるっていうところがとてもかっこよかった。」 責任の

ある仕事というのはやりがいを感じられる素敵な仕事だと思いました。」などの

感想をいただきました。 

 今回のイベントを通じて、少しでも法曹三者を身近に感じていただき、その職

務への理解を深めていただけたのであれば、とても嬉しく思います。 

  

  

  

 


